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Ⅰ：問題と目的 

 

過剰適応は，誰でも陥る可能性があり，同様の傾向を持っている人は多いとされ，身近な現象で

ある（桑山，2003）。過剰適応を抱える人の一群には，内面を押し殺し，表面上適応しているかのよ

うに振る舞う傾向があることが指摘されている（石津，2006）。益子（2010a）は過剰適応を，「対人

関係や社会集団において，他者の期待に過剰に応えようとするあまりに，自分らしくある感覚を失

ってしまいがちな傾向」と定義づけている。従来の研究では，過剰な外的適応行動が自分らしくあ

る感覚である内的適応を損なうとされていたが，益子（2009a）は，過剰な外的適応行動をとりがち

な青年の中でも内的適応が高まっており，精神的健康が保たれている一群がいることを指摘した。

内的適応の指標とされる自尊感情の中には，Deci & Ryan（1995）で示されている自己価値の感

覚が何らかの外的な基準上での査定に依存しており，その基準上で高いパフォーマンスを達成す

ることで得られる「随伴性自尊感情」と，自己価値の感覚に何の外的根拠も必要とせず，ただ自分

らしくいるだけで感じられる「本当の自尊感情（伊藤・小玉（2005a）では「本来感」と呼ばれる）」の 2

つが混同しているとされている。益子（2009b）は，過剰な外的適応行動が「随伴性自尊感情」を高

める一方で，「本来感」を低下させることを明らかにし，「本来感」の向上について考える必要性を述

べている。過剰適応に親和性を感じる青年の事例（益子，2010b）にもみられるように，過剰な外的

適応行動は必ずしも変容を求められるものではなく（益子，2010a），過剰な外的適応行動を維持

しながらも本来感を高めるための要因について検討することは有益な知見とされている。 

近年，過剰適応傾向者への理解として，「自分の過去・現在・未来がつながっているという実感」

である時間的連続性（河野，2003）の視点が着目され始めている（石川，2019）。河野（2003）の臨

床事例を踏まえて風間（2019）は，過剰適応傾向をもつ青年の中には，過去や経緯に目を向ける

ことも未来や目標を見据えることもなく，その時々の状況において望ましい行動をすることに強い動

機づけを持つ者がいるかもしれないと述べている。過去・現在・未来の繋がりが意識されにくく，時

間の流れが断片的になりやすいと考えられる過剰適応傾向者においては，時間的連続性の概念

が重要であると考える。 

そこで，本研究では，過剰適応傾向者が時間的連続性の実感をどの程度もつのか，その特徴を

明らかにすることを目的とする。さらに，過剰適応傾向者の内的適応の指標として自分らしくある感

覚を意味する本来感を取り上げ，過剰適応傾向者の本来感を高めることに時間的連続性が影響

を与える可能性について検討し，過剰適応傾向者にとっての適応的な在り方とされる，過剰な外

的適応行動を維持しながらも内的適応としての本来感を高めることに貢献する要因を明らかにする。

また，性差や学年差については，探索的に検討を行う。「外的適応の過剰さ」によって，一見社会

に適応しているように見受けられるが，内面では心理的葛藤を抱え，援助を必要とする過剰適応傾

向者の「内的適応の低下」を高める取り組みに着目することで，心理的問題の表出の予防に繋が

ると考えられる。 



2 

Ⅱ：方法 

 

本研究の調査協力依頼に同意を得られた 18～24 歳の都内私立大学生男女に対して，「表紙

（本研究の調査の趣旨や調査協力依頼の旨，倫理上の配慮等を含んだ説明文）」「過剰な外的適

応行動尺度（益子，2009b）」「時間的連続性尺度（石井，2015）」「本来感尺度（伊藤・小玉，

2005a）」「対象者に関する項目（年齢，性別，学年）」を含んだWeb 形式の調査票による調査を実

施した。調査は，桜美林大学研究倫理審査申請の承認(申請番号：20048)を受けた後，2021 年 5

月から 7月の間に行った。 

 

Ⅲ：結果・Ⅳ：考察 

 

 各尺度において，性差や学年差に関する検討を行った結果，「過剰な外的適応行動」は男性よ

りも女性の方が高く，「本来感」は女性よりも男性の方が高い傾向にあることが示された。男性は他

者と自分を異なる存在と捉え，周囲の影響を受けにくい一方で，女性は他者と円滑な関係性を築

こうと努力し，自己抑制的になりやすい傾向にある（落合・佐藤，1996）。つまり，男性では「過剰な

外的適応行動」の必要性は低く，「本来感」は高いのに対し，女性では「過剰な外的適応行動」の

必要性が高く，「本来感」の低下がみられると考えられる。そこで，本研究では性差に着目し，その

後の分析を進めていくこととした。 

過剰適応傾向者（「過剰な外的適応行動」が高く，「本来感」が低い状態の人）が「時間的連続性」

の実感をどの程度もつのか，その特徴を検討した結果，女性において，過剰適応傾向者にとって

の適応的な在り方にある者（「過剰な外的適応行動」が高く，「本来感」が高い状態の人）の方が

「時間的連続性」の実感を高くもつ傾向にあることが示された。このことは，その時々の状況におい

て望ましい行動をすることに強い動機づけを持ち，過去・現在・未来の繋がりが意識されにくく，時

間の流れが断片的になりやすい過剰適応傾向者が「時間的連続性」の実感をもつことによって，過

剰傾向者の適応的な在り方の状態に移行する可能性が示唆された（風間，2019）。 

また，「過剰な外的適応行動」と「時間的連続性」が「本来感」に及ぼす影響を検討した結果，男 

性においては「よく思われたい欲求」や「自己抑制」が，女性においては「よく思われたい欲求」や

「自己抑制」，「他者配慮」が「本来感」を低める傾向にあることが示された。つまり，過剰適応傾向

者において，「外的適応の過剰さ」が「内的適応の低下」を予測するという階層性が確認された（益

子，2009b；益子，2010a；牛山，2015）。一方で，男性においては「現在と未来の連続性」が，女

性においては「現在と未来の連続性」と「過去と現在の連続性」が，「本来感」を高める可能性が示

唆された。過去から現在，現在から未来への時間の結びつきを意識することによって，過剰適応傾

向者の適応方略とも捉えられる「過剰な外的適応行動」を無理に緩和することなく，「本来感」の高

まった過剰適応傾向者の適応的な在り方を目指すことができる可能性が示された。
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